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会員異動（2020 年 3 月）
新　入　会
学生会員 3名
［九州支部］
　（学生会員）	 柏原	健宏	 大田黒	光
	 池田	七海
退　会	 個人会員 1名

－会員訃報－

次の方の訃報に接しました．
本会は謹んでご冥福をお祈りいたします．

加藤	昭博　氏　2019 年 6 月 12 日逝去
勤務先：丸石窯業原料（株）
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酸化ガリウム , 常温で安価合成
　酸化ガリウムは , ワイドギャップ半導体とし
て期待されている材料であり , 導電性や発光特
性 , 触媒特性の観点から , ナノサイズ化が求め
られている . 従来 , 酸化ガリウム粒子に限らず , 
一般的な酸化物セラミックス粒子合成では , 合
成のためには数百度の加熱（酸化ガリウム合
成の場合は 800℃以上）が必要で , またナノ粒
子の合成には , 粒子成長を防ぐためのキャッピ
ング剤が必要であり , 合成後には不純物の洗浄
処理が必要であった .
　今回 , 高性能な酸化ガリウムナノ粒子を合成
するための安価で省エネルギーである新しい
合成手法を開発した . 
　新しく開発した酸化ガリウムナノ粒子の合
成手法は , （1）金属ガリウムに超音波照射を行
うことによって , （2）金属ガリウムナノ粒子を
合成する . （3）高活性な金属ガリウムナノ粒子
の特性を利用し , ヒドラジンを添加して室温で
酸化させる . 従来は低温で合成した場合 , 酸化
物ではなく水酸化物関連物質が生成するが , ヒ
ドラジンを添加することにより水酸化物の生

成を抑制し , 金属ガリウムナノ粒子の直接酸化
を可能にすることによって , 室温で酸化ガリウ
ムナノ粒子を合成することに成功した . この
手法は室温・常圧で合成が可能であるだけで
なく , キャッピング剤の使用や洗浄が不要で ,
200nm 程度のナノ粒子の高スループット合成
が可能になった . これらの合成時の環境負荷・
エネルギーの低減により , 従来手法の 1/3 以下
のコストで製造が可能になった . また本手法で
合成した酸化ガリウムナノ粒子の利用によっ
て , 従来の一般的な酸化チタンナノ粒子よりも
2 倍以上光触媒特性が向上した .
　単純な室温合成プロセスによる高スルー
プット合成が可能になったことで , 安価に光触
媒や蛍光材料としての酸化ガリウムナノ粒子
の利用が期待できる . 現在 , 薄膜化・バルク化

プロセス技術の開発が進行中である . 
本プロセス概念は , 他のセラミックス材料にも
応用が期待できるだけでなく , ナノ材料の低コ
ストによる産業利用普及を推進するものであ
り , SDGs（持続可能な開発目標）の達成に近
づくものである .

東北大学大学院工学研究科応用化学専攻
准教授　林　大和
博士前期課程 2 年　高野裕希
連絡先　〒 980-8579
仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-07
E-mail: hayashi@aim.che.tohoku.ac.jp
URL: http://www.che.tohoku.ac.jp/~aim/
hayashi/index.html

　［2020 年 5 月 9 日］
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